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５月例会ご案内

日時  ： ５月１１日  木曜日

      18：30 ～ 20：30
場所  ： 港区立産業振興センター

       10 階 会議室３

会費 ： 1000 円

テーマ ： 「東西古今人間学 6」前編

テープを聴く

演者  ： 塩澤 貴良

【第 4 章毛沢東に見る戦略統一】

｢コミンテルの教条主義｣

毛沢東は農民による革命を目指したが、

共産党中央はコミンテルより派遣されたマ

ルクスレニン主義を教科書通りに進めよう

として労働者による革命にこだわった。そ

の結果、30 万の共産党軍が負けて、長征す

ることになった。30 万の軍隊が永安につい

たときには 2 万人になる実質的な逃亡であ

る。しかし、中国では農民による革命が現

実的であった。途中の遵義会議において、

毛沢東は中国共産党の主導権を得ることが

できた。

｢毛沢東の戦術｣

他の共産党軍は国民党軍と遭遇し、負けて

いった。毛沢東軍は①逃げる②相手が少な

ければやっつける③武器と食料を奪うこの

戦術で軍隊の力を温存し、主導権を得た。

｢毛沢東の戦略 1｣コミンテルンとの決別

中国式マルクス主義、農民による革命を方

針とした。コミンテルの言うことは聞かな

いことを宣言した。スターリンは激怒し、

コミンテルン指導者を帰国させ、一切の援

助を打ち切った。

ソ連の支援はなくなったが、無理な戦闘を

しなくなったことにより共産党は勢力が拡

大した。日本軍と、国民党軍が戦う。日本

軍が戦いに勝ち、都市を抑える。地方は空

白地帯なので共産党軍が支配するこのよう

な構図で広がっていった。

｢山頭主義の解消｣

共産党軍拡大には山頭主義の解消も影響し

た。厳しい戦いの最中であっても毛沢東は

共産党指導者を集め、｢実践論・矛盾論｣を

使って教育し、理念統一を図った。それま

でバラバラだった共産党軍は情報共有が出

来るようになり、連携して戦えるようにな

った。日本企業も停滞している帰社は山頭

主義に陥っている。目の前の事、自分たち

の今年か考えていない場合が多い。厳しい

ときこそ教育により理念統一をする毛沢東

は過去に例のないことをなった。

｢第二次国共合作｣

国民党の蒋介石は共産党を殲滅しながら日

本軍と戦っていた。西安の国民党軍張学良

（張作霖の長男）を共産党に戦わせようと

したところ、クーデターにより、張学良に

とらえられてしまった。張学良は日本軍に

父を殺されており、蒋介石に共産党と和し

て日本軍に当たるように迫った。蒋介石は

承諾した。周恩来の仲介により、国民党軍

と共産党軍が共に抗日戦線をとることにな

った。

｢毛沢東の戦略 2｣持久戦

城野宏氏によると毛沢東は｢日本は小さい

が強い｣｢中国は大きいが弱い｣と情勢を分

析し、最初は日本に負けるが長続きはしな

いと考えた。持久戦をとることにした。当

時日本軍は強く、鉱山、重工業も支配下に

納めていった。毛沢東の戦略は上手くいか

ないように見えた。

｢日本戦略の失敗｣

日本はアメリカとも戦争を始めた。当初中

国に駐留する日本軍は甲編成師団であった。

装備も兵隊も優秀だったが、アメリカ戦線

に回され、残る軍は丙軍団となってしまっ

た。
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３月例会報告

日時  ： ３月９日  木曜日

      18：30 ～ 20：30
場所  ： 港区立産業振興センター

       10 階 会議室３

テーマ ： 「東西古今人間学 5」前編

テープを聴く

演者  ： 榊原 高明

１．当たり前のことをやった毛沢東

［この目で見てきた毛沢東］

  その昔、ジンギスカンとか漢の高祖とか中国

を統一した人は沢山いたが、新疆省からチベッ

トまで、全世界の四分の一以上の人を集めて統

一国家をつくったのは、毛沢東が初めてである。

これを実現した実際のやり方をみると学ぶとこ

ろが沢山ある。たった三人で包丁一丁持ち、革

命を始めたのです。書物の中で知った歴史上の

人物ではなく、毛沢東とは、何十年も彼と戦争

を通して、お付き合いしてきた。自分と戦った

ため、毛さんは天下統一が四年ほどおくれた。

戦いのやり取りを通じて、この目で見てきた、

毛沢東の姿を探究して少し違った面を引き出す

ことができるだろう。

［毛沢東の生い立ち］

  湖南省の生まれ。長沙の師範学校で学び、師

範学校の教師となる。               

当時の中国の状況；1911 年、清朝が倒れ、中

華民国が成立した辛亥革命が起きた。孫文が臨

時大統領に迎えられたが、新政府を成立する段

になって、辛亥革命に協力した北方の軍閥連中

の勢力が強かったため、袁世凱の政府ができて

しまった。これに対抗するために、孫文は広東

に中華民国臨時政府を作り、軍閥政府打倒のた

め軍隊の養成を始めた。それが国民党の軍隊と

なる。

1921 年、上海で共産党結成のための会議が開

催された。当時ソ連はコミンテルンという世界

共産主義の連合組織をつくり、革命の指導に当

たっていた。ここから来たボチンスキイの強力

な指導の下に中国共産党が成立した。毛沢東は  

同士ら十数人と共にこの会議に出席していた。

［ことを起こす前に準備する］

  この孫文のやり方は、人間学として考える上

で非常にためになる。ことを起こすとき何か

ら始めることが大切なのかを教えてくれる。

まず士官学校を作り将校を養成した。彼らが

後で国民党や共産党の将軍や幹部になって活

躍した。

［第一次国共合作］

  1924 年、国民党単独で北の軍閥を倒すには力

が足りないので、当時力を持ち出した共産党

も、仲間に加えようとなった。

［農村調査から得たもの］

  毛沢東は広東の農民研究所の所長になった。

彼のここでの中国農村調査が、彼のその後のやり

方を決める上で、大きな影響を与えた。通常の調

査のやり方ではなく、その土地の住民を集めて一

緒に座り込み、いろいろ話を聞く。その話をまと

めて、中国の農村の実態を掴んだ。

その結果、中国の地主が大きな力を持っている

ことが分かった。人口の１０％ほどの地主が４

０％もの土地を持ち、貧農は農民人口の６０％を

占めているのに、彼らの土地は６％に満たない。

小作料が高く、７～８割を取られる。小作人は食

べて行けず、餓死者もでた。軍閥政府は地主の子

弟が幹部になり、地主勢力を基盤に農村を支配し

ていた。毛沢東は「貧農はものすごく恨んでいる。

この政府を倒すには地主の支配する地方をやっつ

ければよい。地主を恨んでいる村の人口の大部分

を占める貧農に鉄砲を持たせさえすれば地主は倒

れるはずだ」。そう判断して毛沢東は、それを見

て革命のとき実行に移した。

［北伐の開始］

1926 年、国民革命軍は北伐を開始し、共産党は

全力を挙げてこれを支援した。

1927 年、蔣介石はついに上海を手中にした。

［国共の対立］

上海をとると、状況が変わった。上海は外国勢

力が租界を作り大きな地盤を持っていた。外国勢

力は自分たちの利益をまもるために蔣介石と手を

繋ぎ、全国統一を支援する代わりに、共産党を追

放するということになり蔣介石はクーデターを起

こし揚子江岸で共産党殲滅を行い、43 万人とも言

われる共産党員を虐殺した。これにより、全国統

一を達成し、中華民国を成立させた。

［秋収蜂起、井岡山へ］

毛沢東ら共産党の人達は手下の軍隊を率いて秋

収蜂起と言われる暴動を起こした。毛沢東は農民

率いて井岡山に入り、後に朱徳らが合流し、この

軍隊が後に人民解放軍の基礎となった。

当時の共産党中央は、マルクスレーニン主義一辺

倒で、毛沢東は農民主義であるということで軽視

されていた。口だけ達者な連中が、毛沢東を下の

地位において、威張っていた。

力をつけてきた中国共産党は、1931 年、中華ソビ

エト共和国臨時政府を作り、人口 1 億 3 千万人位

の地域を支配し、各県にソビエト地区を作り、兵

力も 30 万人位になった。

［2 万 5 千里の長征］

これを見て蔣介石は、大変だとばかりに討伐部
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隊を派遣も毎回敗退。そこでドイツの将軍を頼み、

百万位の大軍をつなげ井岡山を囲み、包囲網をじ

りじり縮めた。共産党は耐え切れず脱出。これが

長征の始まりである。この長征は非常に困難で 30

万で出発した紅軍が延安に到着できたのは２万で

あった。後にこの 2 万人が日本軍との戦争の中で

肥え太った。1949 年、共産党は北京に入り、中華

人民共和国をつくった。

［理論に基づき行勒］

毛沢東が従来の指導者と違うところは、必ず理

論を持ち出すところである。マルクス主義の指導

者は、レーニンはじめみな理論を持ち出す。毛沢

東も矛盾論などの哲学書や、持久戦論などの論文

をたくさん書いている。

理論を持ち出して、皆に知らせ、これに基づいて

仕事をしていくというやり方は、ナポレオンや秀

吉、信長にない。彼の大きな特徴である。

毛沢東が理論を必要とした理由は、社会体制を変

えねばならなかったからである。「プロレタリア

ートよ団結せよ」という新しい理論を実践に移す

ためにそれを本にした。人間関係を円滑にする場

合や人をまとめる時、新しい問題に注意を向けさ

せるとき、本を書いて呼びかけることは有効な手

段になる。これは戦術問題だから、どちらがいい

とか悪いとか簡単には言えないが、本を書くこと

はかなり威力のあることである。

［悩み、欲求を引き出す］

本を書いただけでは大多数の人はそれだけでは

動かない。どうすればいいか、その人達が持って

いる一番の悩み、欲求を引き出してやらないと人

は集まらない。井岡山で、どんなに包囲されても、

1 万から 2 万の人間を食べさせることは大変なこ

と。ここのところが、解決できなければ革命など

はできない。

［食］を確保

人間は穀物とタンパク質なしで生きてゆけない。

このたべるという根本なところ、毛沢東は実に上

手く解決した。農村調査したことで、多く学んで

いた。地主のところには、貧農につくらせた穀物

が沢山貯蔵されている。そこに目を向け、軍隊を

連れて村へ行き、地主の家に乗り込み、蔵の中か

ら米や、銀貨を持ち出す。その後で貧農連中を集

め、穀物を分けてやる。飢えた連中はみな喜び、

共産党万歳となってしまう。そこで決して「共産

党とは・・・」などと演説しない。言ったところ

で、それで人間は動きはしないことをよく知って

いるからだ。飯をもらい、金がもらえればそちら

へ行こうかとなるのは当然。こうして同じような

ことを近所の村々でやった。どこの村の貧農も、

飯を分け与えてくれる共産党を待ち望むようにな

る。

［効果少ない理論］

毛沢東の所に行けば飯が食える。これが一番肝

心なことだ。中国の社会では、多くの人が食べら

れないから、飯が食えるというのは、一番大切な

こと。この辺のところを毛沢東はよくわかってい

たので、井岡山に立て籠っていても、人が集まり、

兵隊に事欠かなかった。のちにそれが、とうとう

三十万人の軍隊にまでなったのである。

一つには、ものを分けてやる。一つには、そこ

へ行けば食えるということで人が集まったのであ

って、共産主義やマルクス主義で人が集まったの

ではない。この辺のやり方が、毛沢東の曲者のと

ころである。理屈がそれほど威力があるとは、私

にも思えない。彼もそのことを知っていたのであ

る。

共産主義については、人の好みであり、好きな

人はこれをやればよい。ただ、日本では、貧乏に

なるから、ああいうやり方はやらない、それだけ

である。

当時毛沢東は、イギリスに追い付け追い越せと、

イギリスを目標にしていたが、三十年経っても、

さほど進歩していない。貧乏好きなら、どうぞ共

産主義で行きなさい、それだけのこと。

ご参加の方からのご意見；

我が国では飯が食えないということはない。だ

から、国民があまり強く政府に対してものを言わ

ないのではないか。これに対し、政権側は１００

０兆円を越える国家の財政赤字でこれを維持して

いるのではないか、とのご意見が出されました。

                    以上
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例会予定

2023 年

６月８日 木曜日  18:30 ～ 20:30
テーマ ： 未定

場所  ： 港区産業振興センター

担当  ： 未定

７月１３日 木曜日  18:30 ～ 20:30
テーマ ： 未定

場所  ： 港区産業振興センター

担当  ： 未定

港区立産業振興センターへの
ご案内地図

【アクセス】
JR田町駅三田口(西口)から徒歩 4分、
都営地下鉄三田駅A2出口から徒歩 2分

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>
※ 会誌発送は、E-mail です。

※ 年会費はありません。

※ 「じょうはん」発送のお申込は、

E-mail： info@iki2life.com
まで、Mail でご連絡下さい。

※ 興味のありそうな方にも積極的に転送して

あげて下さい。

※ ホームページもご確認下さい。

   http://www.jouhan.com
<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<

編集後記

今回は、松本氏がお持ちの城野先生のご講演

テープを活用し、塩澤氏が司会をすることになり

ました。城野先生の肉声でのご講演を聞かせてい

ただけるとのことです。

皆様の積極的な参画を期待申し上げます。

(古川)


